
１．はじめに

　全国的に生じている海岸侵食により砂浜の面積は
減少傾向にあり，人命および財産の防護や海岸利用
から見て問題であるだけでなく，砂浜に依拠する動
植物の生育や産卵の場の減少および劣化を通じて環
境上の問題を引き起こしている．これまで行われて
きた海岸侵食対策は主に防護の観点から実施されて
きたが，その対策により砂浜が保全され動植物に
とって必要な場の消失も結果的に緩和されてきた．
　1999年に改正された海岸法では，その目的に従来
からの防護と並んで「海岸環境の整備と保全」と「公
衆の海岸の適正な利用の確保」が定められている．良
好な海岸環境の保全に対する国民の期待感を踏まえ
て，海岸管理者は海岸法改正以前より環境に配慮し
た海岸保全に努力してきたと思われるが，今後はそ
の実現に向けてさらなる努力が求められている．
　生態系保全の観点から見ると，海岸事業には防災
上の緊急性という管理上の問題と生態系の評価技術
の未確立という技術上の問題があると指摘されてい
る1)．技術的問題の解決には，海岸管理者が事業に反
映できるように，海岸環境に関わる生態学的知見を
海岸保全の技術に内部化する必要がある．
　ウミガメは砂浜を産卵場としており，環境省の
レッドデータブックにおいて絶滅危惧ⅠB類（近い
将来における絶滅の危険性が高い種）や絶滅危惧Ⅱ

類（絶滅の危険が増大している種）に区分されてい
る．また，日本での産卵の減少が北部太平洋のアカウ
ミガメの減少に繋がることが懸念されている2)．アカ
ウミガメの個体数減少の原因として，砂浜の減少と
ともに，護岸などの海岸保全施設が挙げられている3)

,4)．このことから，ウミガメが産卵する海岸における
保全対策にあたっては，砂浜幅の設定などの全体計
画の策定，海岸保全施設の設計や施工，海岸管理など
においてウミガメへ配慮することが望まれる．しか
し，その配慮事項について網羅的に整理されていな
いのが現状である．
　そこで，本研究では，ウミガメに関わる海岸保全の
現状を整理し，ウミガメに配慮した海岸保全のあり
方について検討する．なお，本研究は，国土交通省河
川局海岸室が行っている「自然共生型海岸づくり研
究会」の一環として行ったものである．

２．海岸づくりの現状

　海岸保全事業は海岸法に規定された築造の基準に
沿って行われている．1987年に発行された「改訂海
岸保全施設築造基準解説5)」においては，突堤等の海
岸保全施設の設計条件として海岸環境も含めて考慮
するとし，人工海浜の養浜材料を周辺環境に及ぼす
影響も含めて決定することとしている．また，1994
年に発行された「海岸保全計画の手引き6)」において
は，海岸保全の目的として防護とともに良好な海岸
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環境の適切な保全・創出が挙げられており，海岸保全
計画を立案する場合には良好な自然環境の保全にも
配慮して目標を設定するとしている．1997年に発行
された「建設省河川砂防技術基準（案）同解説・計画
編7)」においては，海岸環境のあり方，適正な保全と
利用に関する基本構想，良好な環境の保全・創出の方
法等を内容とする海岸環境計画を策定し，海岸保全
対策の検討にあたっては海岸環境計画と十分調整す
るとしている．1997年に発行された「建設省河川砂
防技術基準（案）同解説・設計編8)」では，海岸保全
施設の設計や養浜材料の材質の決定において周辺環
境に及ぼす影響も考慮するとしている．このように，
ウミガメに関する具体的な記述は見られないものの，
海岸保全対策の計画立案および施設設計においては
周辺環境を考慮することとされている．
　実際に策定されている海岸の整備に関わる計画に
は，ウミガメに関する記述が見られる．たとえば，砂
浜の復元によりウミガメが上陸するようになった兵
庫県の東播海岸については，ウミガメの上陸や海浜
植物が見られる地区についてウミガメや海浜植物に
配慮した海岸管理を行うことを記した環境基本計画
が策定されている9)．また，伊勢湾の沿岸域における
整備・保全の基本的事項を示すマスタープラン10)に
おいて，松坂・伊勢ブロックの今後の方向性の一つと
して「ウミガメの保護と砂浜の保全・復元」が挙げら
れている．さらに，1999年の海岸法の改正により海
岸の保全や海岸保全施設の整備に関する事項につい
て各沿岸の海岸保全基本計画を都道府県知事が定め
ることとなったが，この中でウミガメに関する記述
が入ってくる可能性がある．
　また，海岸保全事業においてもウミガメに配慮し
た事例が見られる．たとえば，宮崎県の住吉海岸で
は，侵食対策として緩傾斜護岸を施工するにあたっ
て，ウミガメの産卵穴に必要な砂厚を確保するため
断面中央部をへこませた構造を設計した11)．また，海
岸保全事業の制度の一つとして1997年にエコ・コー
スト事業が創設され，三重県の伊勢湾西南海岸など
全国６海岸でアカウミガメに配慮した海岸整備が行
われている．このほか，道路事業においても，道路照
明灯やヘッドライトの遮光を工夫した事例12)や，ア
カウミガメに配慮して道路構造や施工時期等を決定

した事例13)がある．
　海岸管理に関わるウミガメ保護に関する施策につ
いては，1992年の調査11)によると表 -1のように整理
される．このほか，自然公園法に基づいて，吉野熊野
国立公園の七里御浜および大浜，室戸阿南国定公園
の前浜，日和佐海岸，大里海岸，日南国定公園のこど
もの国海岸および風田の海岸において，ウミガメ産
卵地の保護のために車両等の乗り入れが規制されて
いる14)．

３．ウミガメに影響を及ぼす海岸の要因

　ウミガメ類の減少要因として考えられるものにつ
いては既に網羅的にまとめられている15)が，このう
ち海岸の保全や管理に関わるものは以下の３点に集
約される．

（１）海岸侵食による産卵場の減少
　国土地理院の調査16)によれば，戦後，全国の砂礫浜
の面積は戦前の２倍以上の速度で減少しており，中
でもウミガメの産卵が確認されている静岡県，愛知
県，鹿児島県では砂礫浜の平均減少幅が全国平均を
上回っている．砂礫浜の減少はウミガメの産卵場の
減少でもある．

（２）海岸保全施設の設置による上陸・産卵行動の阻
害

　海岸保全施設の影響は，施設の存在によるものと
施設の工事によるものとに大別される．
　その存在がウミガメに影響を及ぼす海岸保全施設
としては，堤防・護岸，消波工，離岸堤，養浜などが
指摘されている．
　堤防・護岸については，徳島県の蒲生田海岸の堤防
の設置がウミガメの産卵適地を狭めたことが示され
ている17)．護岸に接触した個体の方が接触しなかっ
た個体より産卵率が高いことは屋久島での調査でも
確認されており，その理由として比較的遠方からで
あっても護岸の存在を認識して護岸に接触する前に
戻っている可能性が指摘されている18)．しかし，三重
県の伊勢湾西南海岸における調査19)では，多数のウ
ミガメの上陸痕跡が堤防法尻で方向を変更している

内容 場所
国の天然記念物に指定 御前崎海岸（静岡県）、大浜海岸（徳島県）
県の天然記念物に指定 蒲生田海岸（徳島県）、堀之内、永谷、住吉、一ツ葉、赤江、熊野、青島の各海岸（宮崎県）
市町村の天然記念物に指定 浜松海岸（静岡県浜松市）、元海岸（高知県室戸市）
ウミガメ保護条例を制定 鹿児島県、三重県紀宝町
漁業調整規則による規制 徳島県、沖縄県
孵化場の設置、産卵地内の清掃 静岡県、高知県
立ち入り禁止柵の設置 三重県、和歌山県、長崎県
監視員を置き立ち入りを制限 徳島県
産卵期を避けた工事の実施 千葉県、静岡県、三重県、和歌山県、宮崎県、鹿児島県

表 -1　ウミガメ保護に関する施策（山崎・田水11)をもとに作成）



ものの，上陸したアカウミガメが堤防法尻まで達し
た場合と達しない場合とで産卵率や産卵巣の汀線か
らの距離および標高に有意な差がなかった．
　砂浜に設置された消波工については，豊橋市の調
査結果20)から，上陸したウミガメが消波工付近で産
卵せずに引き返す割合が高いと判断される．また，消
波工の海側で産卵しても，産卵位置が汀線に近すぎ
る場合，波の遡上や地形変化の影響を受けずに子ガ
メが孵化する可能性は低いことが想像される．
　離岸堤については，ウミガメの産卵に影響する事
項として，離岸堤自体によるウミガメの接岸妨害，沿
岸流系の遮断，離岸堤開口部背後の海浜の急勾配化，
隣接海岸における侵食が挙げられている21)．接岸妨
害については，他の文献4),22)でも指摘されている．沿
岸流系の遮断については，蒲生田海岸の事例につい
て指摘されているが23)，ウミガメの遊泳力から見て
静穏時のウミガメの上陸行動に影響するかどうかは
さらなる検討が必要と考えられる．
　養浜については，米国陸軍工兵隊のマニュアル24)

では，産卵巣の埋没や底質の変化によりウミガメの
産卵に影響を及ぼすと指摘されている．また，貝の破
片で構成されたマイアミの人工海浜がウミガメの産
卵には固すぎること，底質の色の違いなど，ウミガメ
の性決定に影響を及ぼす養浜材が自然海岸と異なっ
ていること，養浜後に形成される浜崖がウミガメの
上陸に影響することが指摘されている25)．離岸堤や
養浜などの侵食対策は，砂浜を保全する効果がある
ことから，それによる産卵場の保全効果も含めて評
価する必要がある．
　施設の工事によるものとしては，掘削による産卵
巣の破壊，重機の移動に伴う轍の形成や海浜植物の
破壊によるウミガメの上陸・産卵行動の阻害などが
考えられる．

（３）海岸利用による上陸・産卵行動の阻害
　道路照明灯の固定された灯りのもとでも産卵が確
認されたものの，ヘッドライト等の動く光があると
産卵が少ないこと，固定された光は親ガメより子ガ
メに対する影響が大きいことが示されている12)．ま
た，産卵雌がヒトの活動域から離れた場所を上陸場
所に選ぶ傾向があることを示されている26)．このほ
か，人や車両が砂浜に乗り入れることがウミガメの
上陸・産卵行動を阻害していると指摘されている．

４．ウミガメに配慮した海岸保全に必要な知見の整
理

　表 -2のように，ウミガメに配慮した海岸保全に必
要な知見を，計画立案，施設設計，施工，管理の各段
階に分けて整理する．

（１）計画立案
　海岸保全計画の立案では，侵食対策においては砂浜
の消波機能とともにウミガメの産卵に適した砂浜を保
全目標として設定すること，侵食対策，高潮対策とも
施設を極力少なくするとともにウミガメの上陸・産卵
行動に影響が少ない施設を選択することが考えられ
る．
　砂浜の陸上部は前浜と後浜から構成されるが，ウミ
ガメの産卵が可能な後浜が確保されるように砂浜の保
全目標を設定する必要がある．
　施設については，前述のように消波工や離岸堤の影
響が確認されているので，セットバックや動的養浜な
ど施設によらない対策の組み合わせを検討し，構造物
をできるだけ少なくすることをまず検討する．やむを
えず施設を設置する必要がある場合，高潮対策であれ
ば人工リーフ等の没水型構造物を，侵食対策であれば
ウミガメの岸沖方向の移動を妨げないヘッドランドや
突堤を選択することが考えられる．

（２）施設設計
　堤防・護岸については，ウミガメの産卵に十分な砂
浜幅が確保できるように法線・形式を設定することが
考えられる．緩傾斜堤は直立堤と比べて砂浜を被覆す
る面積が大きくなることに留意して検討する必要があ
る．また，長期的な侵食が予測される場合，砂浜幅の
変化を考慮して施設設計を行う必要がある．
　人工リーフなどの沖合消波施設については，ウミガ
メの上陸に影響しないように堤長，開口幅，構成材
料，天端高などの施設諸元を設定することが考えられ
る．専門家を対象としたヒアリングから人工リーフの
天端水深を 70cm以上と設定した事例があるものの，
施設諸元については十分な知見が得られていない．詳
細設計のためにはさらなる調査が必要である．
　砂浜の設計においては，ウミガメの上陸・産卵に影
響しないように後浜の敷高・幅，前浜の勾配，粒度組
成を設定することが考えられる．宮崎県の住吉海岸に
おいて母ガメの定位地点がT.P.+2.5m以上であり22)，
伊勢湾西南海岸では産卵数や産卵率がもっとも高いの
がT.P.+2.8 ～ 3.6mである19)が，波浪や前浜勾配によ
り地形変化の範囲が決まることから，後浜の敷き高や
幅はこれらを踏まえて決定する必要がある．砂浜幅に
ついては，屋久島での調査から産卵には30m程度以
上の後浜幅があることが望ましいとされ18)，豊橋市で
は満潮時に卵が浸水しない高さで波打ち際から 20m
以上の付近で産卵している20)．また，アカウミガメの
上陸・産卵行動が多く見られる駿河湾の湾口部および
太平洋に面した静岡県内の海岸の海浜幅は 46 ～
186m，上陸・産卵行動が散発的である湾奥部の海岸
の海浜幅は28～115mであることがわかっている27)．



さらに，三重県の伊勢湾西南海岸の調査結果19)によ
ると，砂浜幅が20m未満では産卵率（産卵回数/上陸
回数）が20%以下，砂浜幅が20m以上では50～75%
であった．これらの値が参考になるが，近隣の海岸に
おけるウミガメの産卵実態を踏まえて砂浜幅を決定
する必要がある．勾配については，産卵する砂浜に共
通して見られる特徴として1/20程度より緩やかであ
ることが示されている28)．急勾配が産卵に好ましく
ないことは他の文献20),22)でも指摘されている．底質
については，産卵する砂浜では0.2～2.0mm程度であ
るとされ28)，直径1mm程度の砂粒が60％以上占める
場所を好むとされている29)．また，伊勢湾西南海岸で
の調査18)では，産卵巣の平均粒径は1.286mm（平均
値）±0.965mm（標準偏差），均等係数は4.116（平均
値）±3.017（標準偏差），曲率係数は1.240（平均値）
±0.444（標準偏差）であった．さらに，ウミガメの
雌が産卵穴を掘りやすい軟度の高い砂を好むと評価
されており26)，砂が固くなる原因として粒径の細か
さ，砂粒の平らさ，密度の大きさが挙げられている
24)．このことから，シルト・粘土の含有率の低い砂を
養浜に用いることが望ましいと考えられる．砂層厚
については，50cm以上22)あるいは70cm以上28)必要で
あると指摘されており，緩傾斜護岸などの強固な基
礎上にウミガメ保護を目的として養浜する場合は被
覆厚 1ｍ以上が必要とされている18)．

（３）施工
　米国陸軍工兵隊のマニュアル25)が示すように，砂
浜陸上部での海岸保全施設の施工においては，その
時期として産卵からふ化までの間を避けることが考
えられる．また，養浜については，産卵からふ化まで

の間に浜崖ができてウミガメの移動を妨げないよう
にするため，養浜後に浜崖の形成が予想される場合
は産卵時期直前も避ける必要がある．また，浜の砂が
締まりすぎていると産卵穴を掘るのが難しくなる24)

,26)ので，産卵時期に浜の砂が固くなっていないよう
に養浜砂の締め固めは注意する必要がある．

（４）管理
　音を発したり轍を形成する人や車両の砂浜への乗
り入れはウミガメの上陸に影響を及ぼすので，産卵
からふ化までの間は規制することが考えられる．夜
間における砂浜での人の活動としては釣りや花火な
どがある．また，照明に関しては，砂浜の照度が0.5
ルクス以下であれば子ガメが走光性を示さないこと
を明らかになっており12)，ヘッドライトの遮光対策
として高さ1mの遮光板が設置されている．遮光物に
ついては，人工物と合わせてトベラおよびマサキを
植栽された事例13)がある．
　また，地元の保護団体との連携は，産卵巣の保全だ
けでなく，より良い施設の設計や施工などの実現に
役立つものと考えられる．

５．おわりに

　本研究では，ウミガメに関して海岸保全において
考慮すべき事項を国内外の文献をもとに整理した．
砂浜は海浜植物など他の動植物にとっても重要な場
であり，他の動植物に関する知見の整理を通じてよ
り良い海岸づくりの手法が整理されるものと考えら
れる．また，海岸保全が必要となる大きな要因の一つ
である広域的な海岸侵食そのものの緩和のため，流

表 -2　ウミガメに配慮した海岸保全

段階 項目 対応 知見・事例

砂浜の保全目標 後浜を確保

消波施設の選択 消波工より沖合消波施設。離岸堤より人
工リーフ、ヘッドランド 消波工の影響20)、離岸堤の影響4),21),22),23)

堤防・護岸の法線・形状 十分な砂浜幅を確保できるように設定 十分な砂浜幅が確保されない場合、緩傾斜堤を
避ける

沖合消波施設の堤長・開
口幅・構成材料・天端高 上陸に影響しないように設定 上陸行動への影響の評価基準として人工リーフ

の天端水深を70cm以上とした事例

砂浜幅 産卵に十分な幅を設定 30m程度以上の後浜幅18)、波打ち際から20m以
上20)、砂浜幅20m以上で産卵率が高い19)

砂浜の勾配 上陸・産卵に影響しないように設定 1/20程度より緩やか28)など

底質 上陸・産卵に影響しないように設定 粒径0.2～2.0mm程度28)、直径1mm程度の砂粒
が60%以上占める場所29)、軟度の高い砂26)

砂層厚 産卵に影響しないように設定 50cm以上22)、70cm以上28)、100cm以上18)

時期 産卵時期を避ける。養浜の場合、浜崖が
できないように産卵時期直前も避ける 米国陸軍工兵隊の技術マニュアル24)など

養浜箇所の締め固め 産卵に影響しないように設定 浜の砂が固まりすぎていると産卵穴を掘るのが
難しい24),26)

利用規制 上陸・産卵に影響しないように設定 遠州灘の車両乗り入れ規制など

照明 上陸・産卵に影響しないように工夫 砂浜の照度が0.5ルクス以下であれば子ガメが走
光性を示さない12)、遮光を目的とした植栽13)

愛護活動 保護団体との協力、情報発信

全体計画

施工

管理

施設設計



砂系土砂管理など海岸への供給土砂量の増加を促す
長期的な努力が必要である．さらに，より良い海岸づ
くりのため，情報公開や住民参加を通じて合意形成
を図り，海岸管理者として為し得る最大限の努力を
すべきと考えられる．
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